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ミャンマーとサッカー 

～いち学生が観た発展途上国のサッカー～ 

 

春日大樹（筑波大学大学院人文社会科学研究科 1年） 
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【日 時】2015 年 6 月 13 日（土）14：00～16：00 

【会 場】筑波大学附属高等学校 3F 生物講義室(東京都文京区大塚 1-9-1) 

【演 者】春日大樹（筑波大学大学院人文社会科学研究科 1年） 

【参加者（会員・メンバー）7名】安藤裕一（筑波大学ハンドボール部 OB）、牛木素吉郎（ビバ！サッ

カー研究会）、岸卓巨、笹原勉、谷口昭彦、田中俊也、中塚義実（筑波大附属高校） 

【参加者（未会員）1名】山田涼馬（筑波大学 4年） 

【報告書作成者】春日大樹 

注）参加者は所属や肩書を離れた個人の責任でこの会に参加しています。括弧内の肩書きはあくまでもコ

ミュニケーションを促進するため便宜的に書き記したものであり、参加者の立場を規定するものではあ

りません（ご本人の了解が得られた方のみ公開しています） 
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導入～自己紹介～  

 

 始めまして。筑波大学大学院、人文社会科学研究科 1年の 

春日大樹と申します。今回初めて月例会の演者を務めること 

ができ、大変光栄です。 

 始めに簡単に自己紹介をさせていただきます。京都府出 

身で、出身高校は同志社国際高校です。中高時代はサッカ 

ー部に所属し、顧問である父のもと 6年間プレーしました。 

その後筑波大学の人文・文化学群、人文学類に進学し、蹴球 

部に入部しました。サロンの会員である中塚先生は部活の大 

先輩、笹原さんは学類（他大学の学部に当たります）の大先輩になります。学類 3年次に 1年間ドイツへ

留学し、現地のアマチュアサッカーチームで 1年間シーズンを戦いました。帰国後、蹴球部で最後のシー

ズンを戦い、引退し、今年の 4月から新たに筑波大学大学院、人文社会科学研究科、文芸・言語専攻へ進

学し、引き続きドイツ語言語学を専攻しています。現在プレーヤーは引退していますが、つくば市の少年

団とつくば FCのスクールでコーチとして、サッカーには関わることができています。 

 サロン 2002との出会いは、先ほど述べた父がきっかけになりました。全国高体連で中塚先生と知り合

い、父は僕より先にサロン 2002のメンバーになっておりました。しかし、父は京都にいるため、なかな

か月例会に参加することができず、その父から代わりに参加してみないかと言われたことが、サロンとの

出会いになりました。そして今年度から、事務局長補佐として、サロン 2002の業務に関わらせていただ

いております。 

 

本編 1 ～私とミャンマーの出会い～ 

『クラマーではなくミャンマー人のチョウデンだということに驚きました。』 

 

 私が今回ミャンマーに興味を持った理由は３つあります。 

 一つ目は日本サッカーの歴史に関することです。私は以前まで、「日本人に初めてサッカーを教えた人

はデットマールクラマー」だと思っておりました。しかし、昨年８月のサロン 2002の月例会で賀川さん

が、日本人に初めてサッカーを教えた人物はチョウデンさんというミャンマー人であると話されておりま

した。恥ずかしながら、それまでチョウデンさんという人物のことを知らなかったため、この事実は私に

は衝撃的で、日本にサッカーを教えたミャンマーという国に漠然と興味を持ちました。 

 そして、そのミャンマーがU-20ワールドカップに出場が決まったというニュースを聞きました。この

大会には日本代表はアジア予選で敗退し、出場しないことが決まっていましたので、非常に驚きました。

軍事政権が倒れ、民主化が進んでいるという非常にホットな国であるだけでなく、スポーツの部分での強

化が進んでいることに大変興味を持ちました。これが 2つ目の理由です。 

 最後に、いざミャンマーに行く時に心強い味方が見つかったことです。私が指導している少年団の中に、

ミャンマー人のお父さんコーチがおられました。私がミャンマーに興味を持っていることを伝えると、非
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常に喜んでいただき、ミャンマーに住んでいるお兄さんを紹介していただきました。今回の旅ではこのお

兄さんのもとに 1泊泊めていただきました。 

 

本編 2 ～ミャンマーの国技～ 

『街中でチンロンを楽しむ様子はミャンマーの日常風景でした。』 

 

 チンロンという競技がミャンマーの国技です。これは 1500年もの歴史があるミャンマーの伝統的なス

ポーツです。チンは篭、ロンは丸いものを意味し、トウという植物で編み込まれたボールを使って行いま

す。公式ルールは 6人のプレーヤーが輪になり、足でボールを落とさないようにしながら、如何に美しい

フォーム、難易度の高い技ができるかどうかを競います。ミャンマーの街中ではこのチンロンを楽しむ様

子はよく見られ、コンクリートの上で、裸足のままボールを蹴っています。普通のサッカーボールと違い、

弾まないため、とても難しかったです。また、ボールは一つ安いものは 2000チャット（約 200円）で買

うことができ、街中の露店でよく見かけることができます。（会場には私の買ってきたものを用意） 

 

本編 3 ～1日目、ヤンゴン到着～ 

『プロ選手でも肖像権は関係なし、選手を管理することはありません。』 

 

 それでは、私の旅について紹介しようと思います。今回私はベトナムのハノイ経由でミャンマーのヤン

ゴンへ入りました。ヤンゴンはミャンマー南部の都市で、多くの日系企業が進出し開発が進み始めている

都市です。ここでの目的は、アルビレックス新潟シンガポールがミャンマーへも進出しているという話を

聞き、実際に現地で働く方に話を聞いてみることでした。 

 

（写真の左が下野さん、右が村中さん/ヤンゴンのダウンタウンの屋台にて） 

 

 ベトナム発の飛行機が遅れたため、アルビレックスのサッカースクールの練習に参加することはできま

せんでしたが、アルビレックスのスタッフである村中さん、またミャンマーリーグでプレーする下野さん

にお会いし、ミャンマーサッカーの現状について聞くことができました。 

 実は丁度この日、カンボジアにあるアルビレックス新潟プノンペンのトップチームが経営難のため、活

動停止になってしまいました。立ち上げに関わっていた村中さんは非常に落胆されていました。東南アジ
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アのサッカークラブの経営は非常に厳しく、スポンサーを募るなど日本のチームと同様の経営方法ではな

かなか先ゆかなくなることがほとんどのようです。赤字経営にならないのは、大富豪がオーナーをしてい

るチームか、警察や軍隊などのチームだけだそうです。そういったクラブ状況では育成を各クラブに委ね

ることはできず、代表チームはジュニアユース世代から、代表チームとして練習を行っています。今回

U-20ワールドカップに出場することになったチームのメンバーも、同じように活動し、ドイツ人監督のも

とドイツでトレーニングを行っていました。今では本来上のカテゴリーであるU-23代表チームより強く

なり、人気も高いようです。 

 ミャンマーリーグの前にシンガポールリーグでもプレーしていた下野さんによれば、Jリーグ出身のプ

レーヤーが東南アジアのリーグに来ると、その設備の違いに適応できないことが多いようです。そして、

結果として日本へと帰ってしまいます。東南アジアのクラブでは選手を管理するということはなく、例え

ば日本などでは問題になる選手の肖像権も勿論ないため、この写真も下野さんの許可で今回使うこともで

きました。 

 

本編 4 ～2日目、ボージョーアウンサンスタジアム～ 

『施錠なしで勝手には入れることにまず驚きました』 

 

 翌日は街中の散策と、中心部にあるボージョーアウンサンスタジアムを観に行きました。こちらのスタ

ジアムは村中さんによると「ミャンマーの国立競技場」に当たるスタジアムです。そちらに行く前に、日

系企業の事務所が入っているさくらタワーに行きました。こちらの展望レストランからアウンサンスタジ

アムが見えました。 

 

（さくらタワーの入り口/ボージョーアウンサンスタジアム） 

 

 このスタジアムはミャンマーリーグでも使われており、ヤンゴンユナイテッドのホームスタジアムにな

ります。入口には、ミャンマーリーグのポスターが掲示されています。日系企業も多くスポンサーについ

ているようです。国立競技場のため、代表チームも試合も行われるようです。U-20の代表とU-23の代表

が同じU-22マレーシア代表と試合をするということは日本ではあまり見られない試合の組み方だと思い

ます。なお、試合のチケットは 3000チャット（約 300円）です。 



 特定非営利活動法人サロン 2002 

2015年 6月 月例会報告 

5 
 

 

（ミャンマーリーグのポスター。トヨタなど日系企業の名前もみられた/代表チームのポスター） 

 

 スタジアムの周りを歩いていると入口が施錠しておらす、中に入ることができました。グランドは決し

て整備されているとは言えず、グランドはでこぼこです。スタンドもかなり年季が入っています。驚くこ

とに、スタジアムの中には一般の人が生活している様子が見られました。写真のように犬を飼っていたり、

子どもたちが鬼ごっこをしていたりしました。スタジアムの裏にはトタンの小屋が建っていて生活感が感

じられました。 

 

（バックスタンド/グランド） 

 

 

（スタンドの下の階段。犬を散歩させている/スタンドの裏には民家） 



 特定非営利活動法人サロン 2002 

2015年 6月 月例会報告 

6 
 

本編 5 ～3日目、4日目、アンベンのサッカーキャンプ～ 

『ことばは通じなかったですが、サッカーを通じて子ども達の笑顔を見ることができました』 

 

 スタジアムの見学を終えた日の夜は先ほど紹介したお兄さんの村へ向かうために、夜行バスに乗りまし

た。夜行バスは日本や中国、韓国のバスが使われており、これは東南アジアではよくある話のようです。

途中休憩に立ち寄ったサービスエリアではプレミアリーグのライブ中継が流れており、ビール片手に試合

を観ていました。 

 

（こちらのバスで移動/サービスエリア。プレミアリーグの試合がライブ中継） 

 

 早朝 3時半、目的地アンベンに到着しました。ここでは少年団のお父さん経由でアポイントのとれてい

たサッカーキャンプの練習を見学、参加させてもらいました。グランドは土というよりは、コンクリート

や砂利に近く、日本の駐車場の様な所でサッカーをしていました。また日本の子どもたちが履いているよ

うなサッカーシューズではなく、普通の運動靴や、デッキシューズの様な靴で練習していました。赤い服

を着て指示している人がコーチです。このキャンプにはこのあたりに住む 8歳から 15.6歳までの男女が参

加していました。ミャンマーサッカー協会からコーチングライセンスを持った指導者が各地に派遣され、

それぞれで優秀な選手を見つけることを目的にしています。このキャンプでも 1人の子がヤンゴンで開催

されるトレセンキャンプに参加するチャンスを得ていました。こういった形でミャンマーサッカーの強化

とタレント発掘を行っているようです。 

 

（中学生ぐらいの選手に混ざってトレーニング/ゴールも枠があるのみでネットはない） 
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 練習終了後、朝ごはんを食べるために近くの屋台に行きました。屋台では先ほどサッカーをしていたの

と同じぐらいの子どもが働いており、この小さな村の中でも確実に貧富の差があることを痛感しました。 

 次の日はこのキャンプの最終日で、終了セレモニーを見学しに行きました。見学に来たつもりが何故か

来賓席に座らされて、修了証を子ども達に渡す役を任されました。その後参加していたスタッフと写真撮

影をしました。僕の左にいる青いジャージの方がミャンマーサッカー協会のコーチングライセンスを持っ

ておられる方で、日本にもすんだことがある方でした。そのコーチの隣にいる 2人はミャンマーの女子ユ

ース代表候補の選手だそうです。 

 セレモニーの後、この村の大人チームのサッカーの試合にも参加させてもらいました。黄色ビブス対黄

色いユニフォームというどちらがどちらか分かりにくい試合になりました。ちなみに審判は中央にいる黄

色い服の方でした。こういった試合はミャンマー各地で毎週末行われているようです。 

 

（参加者全員と記念写真/何故か来賓席にてセレモニーに参加） 

 

 

（キャンプの運営メンバーと記念写真/試合前のセレモニー、キーパーは素手） 
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本編 6 ～4日目、移動中の知らない村にて～ 

『レアルとバルサは世界中の注目を集めていることがひしひしと感じられました』 

 

 アンベンから最後の目的地であるピィへ向かうため、再び夜行バスに乗りました。途中夜行バスの乗り

換えをするために夜 2時ごろ、名前もわからないバス停で降ろされました。まっくらなバス停でやること

もなくぶらぶらしていると、沢山の人だかりのできている屋台がありました。丁度この日はクラシコ（レ

アルマドリード対バルセロナ）の日で、ミャンマーでもこの試合の様子はライブ中継されていました。夜

中の 2時過ぎにここだけに多くの人が集まり、食い入るように試合を見つめていました。ちなみにこの黄

色いシャツの方は同じバスに乗っていたマドリー出身の方です。サッカーには国籍関係なく人々をひきつ

ける魅力があることが感じられました。 

 

（深夜 2時過ぎにも関わらず多くのお客さんが試合を観戦していました） 

 

本編 7 ～5日目、ピィ到着～ 

『テレビで見ていた人物に会ったのは初めてだったので緊張しました』 

 

 翌日ピィに無事着き、この日は少年団のお父さんの友人の方が開いた合気道道場の見学に行きました。

この方は日本の岩間で修業され、日本語も上手でした。ミャンマーの小さな街で子どもたちが日本の武道

に取り組んでいることに嬉しくなりました。その日の夜は唯一の日本食料理店で食事を取りました。この

お店のオーナー（私の後ろに立っている方です）は以前日本のバラエティ番組で取り上げられており、テ

レビで観ていた方と思わぬ再開（？）を果たしました。 
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（入口にはピィ柔道とミャンマー合気道協会のロゴ/日本料理店「横浜」にて） 

 

本編 8 ～6日目、トゥウンナスタジアム～ 

『スタジアムが大きくなっても、どこか生活感が感じられました』 

 

 ピィから始め滞在したヤンゴンに戻り、1度目の滞在では観ることの出来なかったトゥウンナスタジア

ムを見学しに行きました。このスタジアムはアウンサンスタジアムよりも大きく、「ミャンマーの日産ス

タジアム」といった様子でした。 

 

（スタジアムの正面/スタンド。座席は一つずつ分かれている） 

 スタジアムの脇にはミャンマー唯一の人工芝のグランドが 2面あり、この日は日系企業がスポンサーを

務めるユースのサッカー大会が行われていました。人工芝のグランドの隣にはミャンマーサッカー協会と

ミャンマーナショナルトレセンの本部がありました。例によって鍵はかかっておらず、中も少しのぞき見

ることもできました。 
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（人工芝のグランドは二面ありトレセンの練習場にも使われている/ミャンマーサッカー協会） 

 こちらのスタジアムにも、試合が行われていないためか、選手の使うロッカールームなどに勝手に住み

ついている様子が見られました。 

 スタジアムの周りの道では子どもたちが、丸いボールに裸足でストリートサッカーを楽しんでしました。

こういった様子はミャンマー各地で見かけることができました。 

 大人も同じようにストリートサッカーを楽しんでいました。私も混ぜてもらおうと近づくと、どうやら

試合の様子が「楽しむ」ものとは違っているように感じました。少し様子を見てみると、どうやらお金を

かけて試合を行っているようでした。 

 

（スタジアムの中には明らかに人が住んでいる形跡が見られた/協会の中には FIFAのロゴ） 

 

本編 9 ～7日間を振り返って～ 

『発展の真っただ中にあるこの国で、サッカーがどういう役割を果たしていくのか、 

非常に興味深いことだと思います。』 

 

 1週間という短い滞在でありましたが、各地のいたるところで「球を蹴る」様子が見られ、ミャンマー

人が如何にサッカーが好きなのかを感じることができました。サッカーはミャンマー人にとって最大の娯

楽でした。 

 しかし、そのサッカーを発展させる環境面にはまだまだ多くの問題が存在しています。これは軍事政権

が倒れ、民主化が始まったばかりの国ではスポーツに投資する経済力はまだまだありません。今後ミャン

マーという国が発展していく中で、状況が変化していくかどうかはまだまだ分かりません。 
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 今回私のみたミャンマーは発展の始まったばかりの激動期の真っただ中にあるように感じました。この

国の今の様子はあと 5年もすれば大きく変わってしまうと思われます。その中でサッカーはどのような役

割を果たしていくのか、非常に興味があります。 

 また、短い期間ではありましたが、ミャンマーの人々の優しさに触れることもできました。そして 5年

後 10年後、またこの国を訪れてみたいと思いました。 

 

 

質疑応答 

質問 1：チンロンに使われるものはセパタクローで使われるものとは違いますか？ 

回答（春日）：同じものが使われていると思います。ただ、チンロンは先に述べたように植物を編み込ん

で作られていますが、セパタクローはプラスチックで作られたものを使うこともあります。（筑波大附

属高校の体育教官室にもプラスチック製のものがありました） 

 

質問 2：実際に旅をしていて、治安面はどうでしたか？ 

回答（春日）：勿論日本と比べれば危険なことも多いと思いますが、夜に出歩けないほど危ない雰囲気は

ありませんでした。村中さんの話では、先日タクシーの後部座席に隠れていた強盗に襲われたという話

はされていましたが・・・用心は必要ですが、私自身は治安の悪さはあまり感じなかったです。 

補足（牛木）：治安が良いというよりは、まだまだ軍事政権の名残が残っているからではないか。ジャー

ナリストの後藤（後藤健生さん）は図書館で昔の新聞を調べる方法を得意としているが、ミャンマーで

はその方法は使えなかった。これも軍事政権時代の名残で、情報をむやみに国外へ出さないようにして

いるのだと思う。 

 

質問 3（中塚）：チョウデンの情報は何か見つかりましたか。 

回答（春日）：ミャンマーの人に聞いても知らないと言われてしまいました。唯一、下野さんがミャンマ

ー人のチームメイトから「日本人にサッカー教えたのはミャンマー人なんだぜ！」と言われたことがあ

ったみたいです。どうやらその日の新聞にチョウデンのことが載っていたようですが、確認は出来てい

ません。                                        以上 


